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かわまちづくりと MIZBEステーションについて 

 

１．MIZBEステーションとは 

 河川防災ステーションは、災害時に緊急復旧活動や水防活動を迅速に行うための拠点となる

施設です。 

 河川防災ステーションの上面などを活用した平時における市町村等の取り組みにより、地域

活性化や賑わいの創出が期待される河川防災ステーションを「MIZBEステーション」として登

録するものです。 

 災害時と平時両面の機能を併せ持つ MIZBE ステーションは、水防関係者や住民などあらゆる

関係者に活用されることで「流域治水」推進の起点となり、また地域の賑わいの核として地

域活性化を推進します。 

 

（参考）河川防災ステーションから MIZBEステーションへの深化 

◆洪水、津波、高潮等の発生時における円滑かつ効果的な緊急復旧活動および水防活動の実施のた

め、河川管理者と市町村が連携し、活動拠点となる河川防災ステーションを整備してきました。 

◆河川防災ステーションには、災害時の活用はもちろんのこと、平時においても地域の方々が利用

できる屋内外の空間やトイレ、駐車場等の施設を備えており、地域の賑わい創出の場として活用

することも可能です。 

◆災害時に活用する施設は、平時から活用してこそ本来の機能を最大限活用できるものであり、平

時利用は重要です。そのため、水防関係者や住民など、地域のあらゆる関係者が活用し、地域の

賑わい創出や地域活性化にも寄与する防災ステーションを「MIZBEステーション」と位置づけ、

流域治水を進めるための起点となれるよう、その役割を深化していきます。 
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２．かわまちづくりとは 

 かわまちづくりは、地域が持つ「資源」や地域の創意に富んだ「知恵」を活かし、市町村や民

間事業者、地域住民と河川管理者が連携の下、「河川空間」と「まち空間」が融合した賑わい

ある良好な空間形成を目指す取組です。 

 国土交通省では、かわまちづくりを促進するため、平成 21年度に「かわまちづくり」支援制

度を創設し、河川管理者がハード・ソフト面で支援を行っています。 

 推進主体（市町村、市町村及び民間事業者、市町村を構成員に含む法人格の無い協議会のい

ずれか）は、河川管理者と共同で「かわまちづくり計画」を作成し、支援制度への登録を申

請します。登録後は、申請した推進主体に対して登録証が交付されます。 

 ソフト施策は、「かわまちづくり」の実現に向けて必要となる調査・検討、全国の良好な事例

等の情報提供、都市・地域再生等利用区域※の指定等の支援となります。 

※都市・地域再生等利用区域：河川敷地占用許可準則に規定。平成２３年の河川空間のオー

プン化に伴い河川敷地占用許可準則が改正され、都市・地域

再生等利用区域に指定すれば、河川区域内で民間事業者の営

業活動（オープンカフェなど）が可能となった。 

 河川管理者が支援できるハード施策は、河川管理施設の整備です。一方、市町村等は河川を

利活用するための施設整備を実施することになります。例えば、河川区域内に多目的広場を

整備したい場合は、河川管理者の整備内容は高水敷整正や河川管理上必要な通路など、市町

村等の整備内容は芝張り・トイレ・あずまや・ベンチ等になります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


